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今年も千葉会から一人参加することになり、全国の青年
会員とディスカッションをしてきました。

今回のテーマは「働き方改革の実施の有無」、それによる
効果であり事前にアンケートを募集しておりました。実施
している事務所は67.4％、部分的のことを含んでの効果を
感じている事務所は81.5％であり、参加者の皆様の多くは
取り組まれているようですが、仕事の進捗状況に遅れが

生じやすいなどの問題点も浮き彫りになり、結果、様々な
処理を開設者自身が行うので、所員さんにとっては働き方
改革なのでしょうが、開設者にとってはブラックな職場に
なってしまうという矛盾を感じているのが正直なところ
のようです。
上記内容はそもそも組織事務所を前提としている質問・
結果であり、事実私のいたテーブルの十数人の中で個人事
務所の開設者の会員は私一人でした。組織事務所の開設者
の方のご苦労は私には実感がないので聞くことしかでき
ませんが、所員さんの不足などの建築設計業界全体を通し
ての人員不足や人材育成の問題は理解できます。
これからこの業界を目指す若い方にとって魅力あるも
のにするための“働き方改革”ですが、最終的に開設者にな
ることを考えると果たして魅力がある業界と言えるので
しょうか。とても難しい問題であり、今回の話創会でも明
確な結論を残せませんでした。
永遠の課題ですが、少しずつでも良い社会、業界になる
ように尽力していければと思います。
話創会終了後は懇親会も開催され、全国の青年会員と
交流・交友を深め、今後の事務所協会の発展を祈念して
終了しました。

青年話創会 2024福井大会に参加して

最後に井桁会長が二年連続して話創会にオブザーバー
参加してくださいましたことに厚く御礼申し上げます。
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